
質
問
一

文
部
科
学
省
が
全
国
公
立
小

中
学
校
を
対
象
に
実
施
し
た
い
じ
め
実

態
調
査
の
状
況
に
つ
い
て
。

二

重
大
事
故
に
な
る
前
に
い
じ
め
を

な
く
す
対
応
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

文
部
科
学

省
が
行
っ
た
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る

緊
急
調
査
で
は
、
全
国
、
埼
玉
県
と
も

昨
年
度
同
期
に
比
べ
、
認
知
件
数
が
２

倍
を
超
え
る
結
果
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

い
じ
め
が
解
消
し
た
と
の
報
告
は
、
全

国
が
７９
㌫
、
埼
玉
県
が
８４
㌫
で
あ
る
。

二

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
に
直
面
す
る
中
で
、
善
悪
を
判

断
す
る
力
や
、
よ
り
よ
く
生
き
る
知
恵

を
身
に
つ
け
る
。
各
学
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
問
題
行
動
だ
け
で
な
く
、
言

動
の
変
化
や
友
達
と
の
人
間
関
係
な
ど

の
日
頃
の
様
子
を
見
守
り
、
子
ど
も
の

出
す
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
る
。
そ
し
て
、
児
童
生
徒
間
の

ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
い
じ
め
の
視
点
を
持

ち
な
が
ら
、
学
年
会
や
生
徒
指
導
委
員

会
、
教
育
相
談
委
員
会
の
話
題
と
し
、

組
織
的
に
見
守
り
、
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
に
対

し
て
、
学
校
生
活
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
定
期
的
に
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
発
信
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

放
射
能
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

二

国
を
脅
か
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
不
参
加
に

質
問
一

鶴
ヶ
島
市
の
女
性
年
齢
別
労

働
力
率
に
つ
い
て
。

二

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
つ

い
て
。

三

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
の
目

標
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

日
本
の
女
性
労
働

力
率
を
グ
ラ
フ
に
す
る
と
、
３０
代
を
谷

と
し
、
２０
代
後
半
と
４０
代
後
半
が
山
と

な
る
Ｍ
字
型
就
労
に
な
る
。

平
成
２２
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
２５
歳

か
ら
２９
歳
の
就
業
者
数
割
合
は
６７
・
９

㌫
、
４５
歳
か
ら
４９
歳
は
６９
・
１
㌫
、
３５

歳
か
ら
３９
歳
は
６０
・
２
㌫
で
あ
る
。

二

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
パ
ソ
コ
ン

講
座
な
ど
を
開
催
し
、
就
業
に
向
け
た

支
援
に
努
め
て
い
る
。
県
で
は
、
起
業

す
る
女
性
経
営
者
を
対
象
に
女
性
経
営

者
支
援
資
金
制
度
の
創
設
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
女
性
の
起
業
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
に
向
け
、
県
の

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
活

用
し
、
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

三

本
市
で
は
、
女
性
職
員
の
管
理
職

へ
の
登
用
を
推
進
し
て
お
り
、
２７
年
度

に
は
管
理
職
に
占
め
る
女
性
割
合
２５
㌫

を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
就
業
の

平
等
を
実
現
す
る
た
め
、
性
別
に
関
わ

り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
意

義
や
目
的
を
発
信
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

い
じ
め
や
暴
力
に

対
す
る
予
防
教
育
の
取
り
組
み

つるがしま男女共同参画推進プラン（第４次）の冊子

松村 和子 議員

学校でのいじめをなくすために

組織的に見守り、対応する

男
女
共
同
参
画
か
ら
の
女
性
の
労
働

意
義
や
目
的
を
発
信
し
て
い
く

大
野

洋
子

議
員
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